
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果概況 

 
 

 
全国学力・学習状況調査は、教科に関する調査と児童生徒に対する質問調査等を総合的に活

用することで、授業改善や子どもたちの学習状況の改善に役立てることを目的として実施され
ています。 
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果をふまえ、課題がみられた学習内容の系統性を全

教職員で意識し、各学年における授業改善や個に応じたきめ細かな指導につなげるとともに、
子どもたちの学習習慣等の確立を図っていきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※（ ）内の数値は全国（公立）の平均正答率 

 

平均 
正答率 

小学校 中学校 

国語 算数 理科 国語 数学 理科 

三重県 66.1％ 57.1％ 56.0％ 53.2％ 47.4％ 498＊ 

     （66.8％）  （58.0％）  （57.1％）  （54.3％）  （48.3％）   （503） 
◆調査問題は、学習指導要領の理念、目標・内容等に基づくものであり、小学校第５学年、中学校
第２学年までに十分に身につけ、活用できるようにしておくべきと考えられるものが出題されて
います。 

 
学校での授業改善、子どもたちの学習習慣等の 
確立を図り、学力向上につなげましょう！ 

 教科に関する調査の結果 

＊中学校理科は IRTスコア（詳細は３ページ） 

 

 児童生徒質問調査の結果 

●自分には、よいところがあると思う      ●先生は、あなたのよいところを認めてくれて 
      -●-は全国平均   いると思う          -●-は全国平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「自分には、よいところがあると思う」と回答した割合が年々上昇しており、自己肯定感が高まって

います。また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した割合も年々上

昇し、全国平均より高い状況です。 

●平日の学習時間（１時間以上）【三重県】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆近年、授業時間以外に平日１時間以上学習する小中学生が年々減っており、平成 19 年度の調査開

始以降、最も低い状況です。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 正答数分布グラフ及び正答率・IRT スコアの分布 

小学校 中学校 

国
語 
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※中学校理科は IRT スコアでの測定

のため、正答数分布グラフ等は提供

されていません。 
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三重県 
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理科

（IRTスコア） 

三重県 

自校の分布の状況を、確認し、自校の課題に応じた取組を進めてください 

やや苦手とする児
童が全国より多い 

苦手な生徒が
全国より多い 

やや苦手とす
る児童が全
国より多い 

学習内容をしっかり
理解している児童の
割合が少ない 

苦手な児童が
全国より多い 

苦手な生徒が
全国より多い 

山が２つある状況で、ほ
かの教科よりもばらつき
が見られる 



 

  

 

正答数分布グラフの活用を！ 

すべての子どもたちの学びを支えるために 

全国学力・学習状況調査の結果は、児童生徒一人ひとりの学びをよりよく支えるための出発
点です。結果をもとに、子どもたちの学びの実態を丁寧に見取り、授業改善につなげていきま
しょう。 
●学習内容をしっかり理解している子どもたちの割合が少ない場合 
・授業の中で、より深く考えたり、発展的な内容に取り組んだりする機会を設けることも大
切です。 
・探究的な活動や言語活動の充実を通して、一人ひとりの学びを広げ、深めていきましょ
う。 

●やや苦手な子どもたちの割合が多い場合 
・やや苦手な子どもたちは、学習内容の大筋は理解しているものの、中心となる考え方の理
解があいまいであったり、知識や技能の使い方が定着していなかったりします。「あと一
歩でできる」状態を見取り、確実な理解へ導くことが重要です。 
・「今日のめあて」や「これまでの学びとのつながり」を確認することで、見通しや学習の
焦点がはっきりし、集中して学べるようになります。 

●苦手な子どもたちの割合が多い場合 
・学習の土台となる基礎的な力が身についていないことが考えられます。 
・まずは、学習のつまずきを早期に把握し、基本的な内容をしっかり身につけられるよう、
丁寧に指導していく必要があります。 

苦手な子どもたちへの指導の具体例 

子どもの「わからない」を「わかった」「できた」に変えていくために、次のような工夫が
効果的です。 
●スモールステップで教える 
・学習内容を小さな単位に分け、確実に理解できるようにします。 
・小さなステップをクリアするたびに成功体験が得られ、やる気や自信につながります。 
・どこでつまずいているかを把握しやすくなるため、教師はそのポイントに合わせた指導を
集中して行うことができます。 

●モデル（お手本）を示す 
・考え方や解き方などの思考のプロセスを可視化します。 
・抽象的な概念や手順を、視覚的・聴覚的に具体的に示すことで、言語情報だけでは理解が
難しいことも、「どうすれば良いか」を明確に把握できます。 
・モデルを見て「自分にもできそうだ」という見通しが立ちやすくなり、成功体験を積み重
ねることで、「やればできる」という自己効力感を育む基盤となります。 

●多様な教材や具体物を活用する 
・個々の子どもが持つ得意な認知特性に対応した教材を提供することで、言語情報だけでは
つまずいていた子どもの「わかる」機会を増やすことができます。 

●授業の最後に「たしかめプリント」＆つまずきに応じたワークシートを活用する 
・授業で学んだ内容の理解と定着状況を把握することにより、学習のどこで困っているかを
見取り、個別に手だてを講じることができます。 
・つまずきの状況に応じたワークシートに取り組むことにより、つまずきの克服や「でき
た！」という達成感につなげ、次の学びへの意欲を高めます。 

「たしかめプリント」は、「みえの学力向上県民運動ホームページ、先生のページから

ダウンロードできます。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・箱ひげ図 

 

 

 

 

 

児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学

力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論 

IRT（項目反応理論） 

IRT（項目反応理論）に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を

基準にした得点で表すもの 

IRT スコア 

箱ひげ図とは、データの分布を大まかに把握するためのグラフです。箱（長方形）とひげ
（線）を使って、データの最大値・最小値・四分位数を表します。 
図の箱の部分は、正答率の順に児童生徒を並べたとき、中央付近の約 50％の児童生徒が、

どれくらいの正答率であったかを示します。 

四分位数 
データを四等分した数で、下から１/４にある数を第１
四分位数、中央値を第２四分位数、上から１/４にある数
を第３四分位数と表します。 
四分位範囲 
データの中央付近の約 50％が含まれる区間の大きさ
（第３四分位数と第１四分位数の差）を表します。 

四分位範囲 
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ＩＲＴってなに？ 

箱ひげ図ってなに？ 

IRT のイメージ 

 

出典「令和７年度全国学力・学習状況調査『中学校理科』IRTを用いた結果返却について」 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/primary_lang.htm
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（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【小学校】 国語 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

要旨を把握するためには、文章の各部分だけを取り上げるのではなく、文章全

体の構成を捉えることが大切です。 

指導に当たっては、書き手がどのような事実を理由や事例として挙げているか

を書き出し、書き手の考えを自分の言葉で短くまとめるなどして、内容の中心とな

る事柄などを捉えることができるようにすることが大切です。その際、文章の各部

分だけを取り上げるのではなく、全体を通してどのように構成されているのかを正

確に捉えることができるように指導することも重要です。 

また、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することの必要性を感じられるよう

に、活動の目的や価値を明確にしておくことが大切です。例えば、対話の中で、友

達と考えを伝え合ったり、自分の経験や知識を結び付けて考えたりしながら、文章

を読む活動の目的を明確にできるようにすると効果的です。 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
小学校 
国語 

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全

体の構成を捉えて要旨を把握することが求められています。 

  小学校国語 ３ 二（２）【正答率】48.3％（全国差 -3.0） 
 



 

第５・６学年 「読むこと」（説明的文章）の学習の中で・・・ 

「たしかめプリント」は、「みえの学力向上県民運動ホームページ、

先生のページからダウンロードできますので、ご活用ください。 

たしかめプリント 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/primary_math.html 

（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【小学校】 算数 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

図形の学習では、観察や構成などの活動を通して、図形を構成する要素及び

それらの位置関係に着目し、図形の性質に基づいて図形を弁別できるようにする

ことが大切です。 

指導に当たっては、例えば、置き方をいろいろと変えて示された幾つかの四角

形の中から台形を弁別し、その理由を説明する活動が考えられます。その際、図

形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を基に弁

別した理由を説明することで、置き方をいろいろと変えても図形の性質は変わら

ないことを理解できるようにすることが大切です。また、台形でない図形について

も、図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を基

に台形でない理由を説明したり、それらの図形をどのように構成し直せば台形に

なるのかを考えたりすることができるようにすることも大切です。 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
小学校 
算数 

台形の意味や性質について理解していることが求められて

います。 

  小学校算数 ２ （２）【正答率】44.9％（全国差 -5.3） 



 

 

第４学年 平行四辺形、ひし形、台形の学習では・・・ 

「たしかめプリント」は、「みえの学力向上県民運動ホームページ、

先生のページからダウンロード出来ますので、ご活用ください。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/primary_sci.html 
 

（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【小学校】 理科 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
小学校 
理科 

 

発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した

解決の方法を発想し、表現することが求められています。 

 

  小学校理科 ３ （３）【正答率】５７.４％（全国差 -4.6） 
 

◆指導のポイント 

自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因を予想し、その要因を変え

る条件と変えない条件に区別しながら、予想や仮説を基に解決するための実験の

方法を計画することが大切です。 

指導に当たっては、予想や仮説を基に、実験に関する全ての条件を明確にした

上で、どの条件を変える必要があるかを検討したり、他の条件は全て同じになって

いるかを確認したりすることが大切です。例えば、本設問のように、実験に関する

条件が多いとき、温度を変えることを意図していても、結果として日光と温度の２つ

の条件が異なる実験方法になっていることがあります。図や表などに整理したり、

実験前に計画を見直したりして、検証したい条件のみが変わっているかを確認す

る学習活動が考えられます。  



 

  

第５学年 「植物の発芽、成長、結実」の授業例 



 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/middle_lang.html 

（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 国語 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

案内文など実用的な文章を書く際には、項目ごとの内容のまとまりに、文章全

体の中でどのような役割をもたせるかを明確にすることが必要です。その上で、

集めた材料を比較、分類、関係付けなどして整理し、情報と情報との関係を見い

だして、それぞれの情報を文章全体のどこに位置付けることが適切であるかな

ど、文章の構成や展開を考えながら書くことが大切です。 

例えば、案内文に必要な項目を立て、それぞれの情報をどの項目に入れ、どの

ような順序で示すかなど、意図を明確にして文章の構成や展開を考える学習が

考えられます。その際、本問で選択肢として示したもののように、文章の構成や展

開の意図として考えられるものを生徒に示しながら考えさせることも効果的です。 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
中学校 
国語 

書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意

識して文章の構成や展開を考えることが求められています。 

  中学校国語 1 三【正答率】60.7％（全国差 -2.6） 



 

  

第１学年 「書くこと」の学習の中で・・・ 



 

 

 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/middle_math.html 

（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 数学 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

整数の性質について考察する場面において、整数を様々な視点で分類し、１よ

り大きい自然数のうち、１とその数自身以外には約数をもたない数の集合が素数

であることを理解できるように指導することが大切です。 

指導に当たっては、１から９までの自然数について、それぞれの約数を求め、１と

その数以外に約数があるかどうかに着目して分類する活動を取り入れることが考

えられます。また、「１は素数に含まれる」と考える生徒もいることから、その後の学

習において素数を用いる際に、１は素数に含まれないことを再確認する場面を設

定することも大切です。例えば、素因数分解について学習する場面において、仮に

１を素数に含めた場合、12 を素数の積で表すと、１×２２×３、１２×２２×３のような

複数の表し方ができます。一方で、１を素数に含めない場合、２２×３ただ一通りに

決まります。このように自然数の素因数分解がただ一通りに決まることと関連付け

て、１は素数に含まれないことの理解を深めることが考えられます。 

このような活動を通して、素数や整数の性質についての理解を深めることがで

きるようにすることが大切です。 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
中学校 
数学 

素数の意味を理解していることが求められています。 

  中学校数学 １ 【正答率】26.5％（全国差 -5.3） 



 

 

基礎・基本の定着を！ 

学－Ｖｉｖａ‼セット第 23弾「正負の数、文字式、一元一次方程式」 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/middle_sci.html 

（出典）令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 理科 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

見通しをもって科学的に探究をするためには、疑問や見いだした問題から解決

するための課題を設定することが大切です。 

指導に当たっては、身の回りの事象から生じた疑問や問題が解決可能かどう

かに着目し、科学的な探究の課題を自分の言葉で表現する学習場面を設定する

ことが考えられます。 

その際、生徒が疑問や問題から自分の言葉で課題を表現し、見通しをもって探

究できるようにするために、「課題の把握」の段階で生徒が疑問や問題を見いだ

しやすい自然の事物・現象を提示することが重要です。 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 

 
中学校 
理科 

身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決 

するための課題を設定できることが求められています。 

  中学校理科 １ （２）【正答率】41.4％（全国差 -4.8） 



 

  

IRTバンドの活用を！ 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

家庭学習の習慣化を！ 

○クロス集計（平日の学習時間と
小学校算数の正答率） 

＜編集・発行＞ 三重県教育委員会事務局   学力向上推進プロジェクトチーム 

TEL：059-224-2931   E-mail：gakupro@pref.mie.lg.jp 

全国学力・学習状況調査では、家庭学習時間

が長い児童ほど平均正答率が高い傾向にありま

す。もちろん大切なのは、家庭学習の「量」だけで

はありません。自分で計画を立て、実行し、振り返

るという学びの習慣を身に付けることが、学力の

定着と学びへの自信につながります。学校・家

庭・地域が一体となって、子どもが自らの学びを

デザインできるよう支援していきましょう。 

 学習習慣と学力の関係 

 ― 毎日の習慣の積み重ねが、大きな成長につながります ― 

学びに向かう力の育成  

家庭学習の習慣の確立に向け、学級活動等の時間を活用し、次のような力の育成に取り組み、

子どもが家庭でも主体的に学習に取り組めるように指導することが大切です。 

・計画を立てて実行する「自己マネジメント力」 

・課題を見つけて改善する「課題解決力」 

・粘り強く取り組む「集中力・忍耐力」 

こうした力は、社会で自立して生きるために欠かせ

ない力であり、将来を切り拓く力の基礎となります。 

家庭でできる学びの環境づくり 

家庭での毎日の積み重ねは、大人になってからも成長し続ける力の土台になり、未来の大きな

力につながります。家庭においても次のようなことを意識して子どもに関わり、励ましながら、学び

と育ちを支えていただくよう継続して伝えていくことが大切です。 

・計画を立てて取り組む 

・新しい課題にも前向きに挑戦する 

・最後までやり抜く 

家庭学習を習慣化することで、がんばりぬく力や授業への集中力が

高まります。また、いろいろな学習分野への興味・関心も高まります。 

 

 

 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調

査結果資料（https://www.nier.go.jp/25chou
sakekkahoukoku/index.html） 

家庭学習の習慣化に向けた「保護者用チラシ」は、「みえ

の学力向上県民運動ホームページからダウンロードでき

ますのでご活用ください。 


